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安野モヨコ作品における労働の問題系
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一
　
日本における一九九〇年代は「女の労働」をめぐる「理想」と
「現実」にさまざまな変化がもたらされた十年であった。　
きっかけとなったのは、一 八六年に施行された男女雇用機会均
等法である。同法を出発点として、九〇年代に入るとジェンダーの平等へ向けた取り組みはより具体的なかたちで本格化していった。久場嬉子が「雇用や労働をめぐるジェンダー平等問題への視点の深まりが見られ、政策的対応や 制度的取り組みにも新しい展開を見せている」とした上で「なかでも代表的なものとして、労働基準法の改正を伴う改正男女雇用機会均等法（一九九七年、一九九九年施行）と、男女共同参画社会基本 が成立（一九九九年）してい
る
）（
（
」
と概観するように、九〇年代が性別分業的社会システムからの脱却を目指した時代であったことは疑い得ない。
　
法整備によって労働のあり方が変化しはじめたという事実に対し、
マンガもまた無関心、無関係ではいられなかった。とくに、少女マン
ガ
）（
（
というジャンルが「現実の〈私〉やその周りの〈世界〉を、ど
う解釈する
か
）（
（
」を問題とし、現実に対応するためのマニュアル的な
側面を持っている以上、労働環境の変化という現実が作品に反映されることは不可避とさえいえる。たとえば藤本由香里は、男女雇用機会均等法がマンガに与えた影響について次のように述べる。
なんといっても画期的だったのは、一九八六年の男女雇用機会均等法以降、会社勤めのごく普通 ＯＬが仕事に頑張る姿を描いた作品が登場してきたことである。ザル法と言われた均等法だが、ことコミックに関するかぎり、この法律が、社会や女性の意識を仕事に向けさせることにあずかって力あったことは疑いがない。それが証拠に、刀根夕子『ＯＬグラフィティ』 つじいもとこ『フレバリー・ジャンプ』 （以上小学館） 、逢坂みえ
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こ『９時から５時半まで』 （集英社） 、それに昨年テレビ化されて日本テレビには珍しい（？）高視聴率をあげて話題になった深見じゅん
悪ワル
女
』といった〝ＯＬ仕事コミック〟の傑作はす
べて、一九八七年末から一九八八年初頭にかけて、相次いで連載開始されているのであ
る
）（
（
。
　
この指摘を裏返せば、一九八六年以前に「社会や女性の意識を仕
事に向けさせる」ような作品は存在しなかったということになるだろう。それは言い換えるなら、八六年以前の少女マンガにおいて、労働が作品のメインテーマに据えられることはなく、多くの場合、労働は主人公の恋愛模様を彩るための小道具でしかことである。同様 指摘 米沢嘉博 よってもなされている。米沢は、少女マンガが「職場を舞台に、働く「少女」を描き始めた」ことを論じるにあたり、職場を「 以上の意味を持たなかった」と位置づけ「話の中心は「職場の恋愛」であったのだ」と述べ
る
）（
（
。八
六年以前の少女マンガに描かれた「女の労働」の扱いがいかに小さなものであったかに鑑みれば、男女雇用機会均等法 果たした役割と影響力がどれほどのものであった が窺い知れよう。　
本論で取りあげる安野モヨコ（一九七一︲）は、少女マンガが恋
愛を主題 し、労働が恋愛にとっての小道具としてしか利用されなかった時代を経て そのものを通じて登場人物の人生を描き出そうとする作品群が登場するに至った九〇年代の流れに呼応するか
のごとく、学園を舞台としたラブコメから〝ＯＬ仕事コミック〟へと取り扱う題材を変えていったマンガ家
だ
）（
（
。一九九六年に連載が開
始された『脂肪という名の服を着て』 《図１》は、安野がはじめてＯＬを主人公に設定した作品であ
る
）（
（
。しかし、この作品で安野が主
人公に採用したのは、企業の一般職に従事するＯＬ、しかも、労働を通じた自己実現など考えたことすらないような人物だった。主人公の仕事観は、九〇年代 少女マンガにおける「労働というテーマの質的変化」に照らせば、いうまでもなく「退行」である。少女マンガ 主人公が働くことで何かをつかみ取ろうとし、時に仕事を優先し恋愛を退けることすら珍しくな 状況下で、さしたる目標もなく働き、食べることぐらいしか趣味の 地味な人物を主人公としたことは、ある種の違和感を醸成するも だ。し し注意 なければならないのは こうした主人公を登場させることが、安野自身労働に対する無関心を即座に意味するものではないということであ
図１　安野モヨコ『脂肪という
名の服を着て［完全版］』
二〇〇二年八月、祥伝社、
表紙
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る。むしろ、安野の中に労働を作品テーマとしたい気持ちは以前からあったとみるべきである。たとえば安野は二〇〇五年に受けたインタビューの中で『ハッピー・マニア』連載時（一九九 ～二〇〇一年）の自分について次のように語っている。
働いている人って職種が全然違っても、わりとみんな同じことを考えてるんだなといつも感じていたんですね。そういうことも『ハッピー・マニア』の中で描きたか たんだけど、シゲタ（※『ハッピー・マニア』に登場する女主人公――引用者注）は「仕事が続かない」というキャラで あっ ので、あの話には盛り込めなかっ
た
）（
（
。
　
この発言を読む限り、労働をテーマとすることへの関心は、少な
くとも九〇年代なかばには芽生えていたことが見てとれる。しかしながら、二〇 四年二月に『働きマン』 （講談社『モーニング』誌上での連載は 一一 現在中断している）の連載を開始するまで、安野作品に労働を通じた自己実現を目指す主人公は登場していない。それどころか、 する意欲がどれほどあるのか怪しい恋愛狂のフリーターや一般職 ＯＬばかりが目立っているの
だ
）（
（
。一九九〇年代
の安野作品において、女性の労働を描きたいと う意欲がストレートに表出されなかったという「ねじれ」を一体どのよ に考えればよいのだろうか。
　
本論では、以下『脂肪という名の服を着て』の分析を通じて、安
野モヨコ作品に描かれた労働の問題系について考察する。九〇年代において労働意欲の希薄な主人公を登場させる意義と効果について考察することを主たる目的としつつ、社会の趨勢から無関係でいられない少女マンガというメディアが、社会から何を回収し社会に何を還元するのかについても見てゆきたい。
二
　『脂肪という名の服を着て』の主人公である「花沢のこ」は、ひとり暮らしをしながら企業の一般職に従事するＯＬである。四人家族の次女で、幼いころか 肥満気味であり、そのせいもあってか性格は控えめで目立たない。周囲から「デブ」 「ブス」などと言われてはいるが、恋人はおり、 「物産」に勤めるエリートサラリーマン・斉藤と 、高校時代から８年ものあいだ交際を続けている。斉藤との交際年数から推察するに、のこの年齢はおよそ二三歳 ら二五歳の間。とくにこれといった特技や才能があるわけでは く、美貌にも恵まれない、いわゆる「地味な女」ではあるものの れなりの仕事と
男
）（1
（
」を持っているというのが彼女の基本スペックだ。
　
物語の舞台は、のこの勤め先が大半を占めており、職場と無関係
の人物が登場する場面はごく少な 。しかし、本論冒頭 述べたように、この作品には仕事による自己実現の類 一切描かれない。と
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いうより、そもそもそのような目標を持てるだけの余地が残されていな のだ。職場でののこは、男性社員からいきなり「花沢／コピーとってこいよ／遅いんだよ／ブタめ！」 （第一話）と罵られたり、係長から「花沢くん／君
  人の話聞いてんの？／ハイだけ言っ
てりゃいいってもんじゃないんだよ？／大体
  君自分の思ってるこ
ともハッキリしないようじゃ／もういい
！！仕事してくれさっさ
と
！！」 （第二話）と怒鳴られたりしている。こうした扱いを受けな
ければならないほど彼女が無能であると うよりは、地味で自己主張がなさそう いうイメージのせい 、必要以上に感情をぶつけられやすいと言った方が正しい。仕事以前の問題 して、まず自分存在まともに認めても うことすら叶わな 。それが彼女の日常なのである。　
さらに、こうした職場環境に対し、なんらかの改善もしくは抵抗
を試みようという意思がのこ自身からまったく感じられないことも、仕事による自己実現にあらかじめ挫折していることの証左といる。 「ブタめ！」 暴言を吐いた男性社員に対し、目を合わせることなく背を向けたままの彼女 考えていたのは「男の人でたまにすごく嫌悪感をぶつ てくる人がいる／何か悪いこ をしたかもしれないけど身に覚えがなくて／でも
 べつに気にしないの／
あたし昔からそうだから」 （第一話） いうことであったし、係長の叱責にも、頭の中で「あたしがおと しいからって当たりやがて……」と思いはするが、実際に口答 する なことはない。自
分にふりかかるあらゆる理不尽を「べつに気にしない」という一言で処理できてしまうことは、彼女の鈍感さにのみ回収されるものではなく、仕事を通じた成長 いうテーマの排除を強く感じ せ 。　
では、この作品が職場を舞台に描き出そうとしているものは一体
なにか――それは「一般職コミュニティ」だ。もっと端的に言えば「女だらけの世界」である。そして女だらけのこの世界においては、ほとんどすべての構成員が 女が女を格付けするゲーム」に参加している。恋愛、美醜、ファッションなど、評価の対象となる事項は多岐にわたるが、厄介なことにこのゲームは総合職という「外部」から気取られないような方法で行われるため、表面上は一般職の連帯が演出され、彼女たちが闘争のモードにあること 基本的にコミュニティの「内部」でしか知られる が い。つまり、女 ちは闘争と連帯という、相反す 行動を同時に遂行す 必要があるのだ。　
もちろん、ゲームに参加しないという選択肢もあるが、闘争と連
帯が分かちがたく結びついて る以上、闘争の拒否はそのまま連帯の拒否を意味し、連帯できな 女はコミュニティからの離脱を余儀なくされる。作品中 あきらかに「つまはじき者」として描かれいる一般職ＯＬ・田端が 社内に友人を持たず、つねにひ りで行動しているのは、彼女がゲームから「降りている」ことの謂に他ならない。また、田端に対して男性社員が なんなんだろ なあのは
！！」 （第十四話）と言うのは、田端個人を評したものというより、
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連帯することが当たり前の一般職に従事しながら、コミュニティに属することなく一匹狼のように行動していること 「外部」の人間にとっては不気味であり、違和感を抱かせるものであることを意味している。　
客観的に見て、連帯と闘争を同時に遂行する必要がある上にクリ
アすべき事項も多いこのゲームの難易度は高く、勝利す ことは困難であるように思われる。しかし、これほど射幸性が高いにも関わらず、ゲームへの参加者は後を絶たない。それは、参加者たちがこのゲームに積極的に参加してい のでは く、ゲームから逃げられなくなっているからだと考えられる。優劣を競 あいな ら、同時に仲の良さも保たねばならないというこ は、言い換えれば「仲よくしろ」 「仲よくするな」の「ダブルバインド」が要請されているということである。グレゴリー・ベイトソン（一九〇四︲一九八〇）は、矛盾するメッセージを持つふたつの命令に「そこから逃げ出してはならない」という拘束力が加わることで完成する「ダブルバインド」状態が精神疾患を生ぜしめるという指摘をしたことで知られている
が
）（（
（
「連帯＝仲良くしろ」と「闘争＝仲良くするな」の双
方が「一般職コミュニティ」という限定的 場所（ 「そ から逃げ出してはならな 」 ）において遂行されるという状況はまさにブルバインド」によって精神疾患が引き起こされる条件と一致している。本来両立しえない二重基準を無理に両立 せよ とすれば、そこに精神バランスの乱れが生起すること 避けられないことなの
だ。さらに、連帯と闘争のくり返しが長期にわたれば、その分「ダブルバインド」状態も増幅されてゆく。このよう して女たちはゲームを降りるという発想それ自体から遠ざけられてゆくのだ。　
作中、美人で派手で、数人のとりまきと常に行動をともにしてい
るＯＬ・橘マユミが、ある日、とりまきのひとりである千夏に話しかけられても取り合おうとしなかった自分の心変わ を「フツウだけど」 （第十話）と評価し、戸惑う千夏を置き去りにする冷酷さを見せながらも、そのことを男性社員に気づかれないよう 振舞っている様子は、このゲームの「勝ちパターン」が何である かということと同時に、千夏に勝利したマユミこそがより強力な「ダブルバインド」状態にあることをよく表している。女 女の加害者となり同時に被害者にもなりえる いう反転可能性を巧みに操作でき ければ、ゲームに勝ち続けることはできないが（千夏はマユミとの安定的な関係を過信したため敗北を喫することになった）ゲームに勝ち続けることはまさに「ダブルバインド」の渦中 ある いうことなのだ。マユミの場合、勝気な性格のために自分が「ダブルバインド」状態にあるという自覚を持つことはない。しかし、精神バランスの乱れは「いら立ち」に形を変えてマユミを襲うことにな 。　
のこが発注ミスの濡れ衣を着せられ「人生の敗北者が送り込まれ
るところ」といわれて る「地下室」送り なり、フロア 姿を見せなくなった際、マユミが「あー
 イライラする／あのデブを思い
切りいじめたい」 （第十話）と嘆息する場面が出てくるが これは、
一八八
のこという存在の欠落がマユミの「ダブルバインド」状態に揺さぶりをかけて ることをあらわすものだ。 「一般職コミュニティ」の中に、のこがいて自分がいて、連帯を仮構しながらその一方でのこを打ちのめす とによって保たれていた「ダブルバインド」という名の均衡が揺らぐ時、マユミの眉間にはしわが寄り、前髪は乱れ、会社帰りにはのこ達「地下室」組が利用する裏口でわざわざ待ち伏せしてのこに攻撃を加えよう すらし しまう。のこに濡れ衣を着せたのは、誰あろうマユミ自身なのである。そうであるに 関わらず、のこ 姿がフロア 見えなくなった途端、自ら追放を企てたそのターゲット 様子を見 行ってしまうマユミの様子は、すでにひとつ 「症状」を呈していると言えるだろ 。　
つまり、のこに対するマユミの執着は単なる「ブスいじめ」など
ではないのだ。したがって、マユミがのこの彼氏である斉藤 肉体関係を持ったこともヒロミの「ダブルバインド」状態が原因であると考えるべきであろう 同じ「一般職コミュニティ に属していることが、のこに対するマユミの執着を生み、やがて 対する攻撃性へ 転化す のであって、仮に両者が異なる企業に勤めていたとしたら、マユミがのこの交際相手を寝取ってまで攻撃する とはなかったと思われ
る
）（1
（
。
　
そして、本作において重要なのは「一般職コミュニティ」という
「女だらけの世界」が、ひるがえって「総合職コミュニティ」という「男だらけの世界」を擁立し、結果として異性愛体制を強化する
装置として機能しているという点である。女たちはただ好き勝手に格付けゲームに興じ「ダブルバインド」に陥っているわけではない。一般職は総合職の存在を不可欠とする依存的なシステムによって運営されており、企業内 おけるコース別雇用管理制度（総合職／一般職）が存在するからこそ「女だらけの世界」もまた存在しのであって、両者が別個のも として自律的に運営されるということはあり得ないのだ。そして「総合職コミュニティ＝男だらけの世界」は「一般職コミュニティ」内においては「男の視線」として変奏される。 「男の視線」を意識し、 面化することによって「一般職コミュニティ」は運営されているのだ。女同士の格付けゲームが美醜やファッションに重きを置くのも「男の視線」が内面化されいることのあらわ と言えるだろう。　
男女雇用機会均等法成立以降、女性の社会進出が促進される一方
で、それでもなお一般職に就くこ を選んだ人々 「一般職＝という枠組みを強化すること より「総合職＝男」というイメージのさらなる強化を招いた
点
）（1
（
をここで指摘するのは、そうした事実が
「現実の〈私〉やその周りの〈世界〉を、どう解釈するか」という少女マンガの命題にかかわってくるからである。　
均等法施行以降、男女差別を解消し、女であっても「好きな仕事
を好きなだけ好きなように」できるのが労働の「理想」となった方で、旧態依然とでもいうべき働き方、すなわち公領域をカバーする総合職の支援という大義名分のもと 一般職 総合職 影となっ
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て私領域をカバーするという働き方を維持する「現実」を突き進んだ経緯を考えれば、安野が『脂肪という名の服を着て』で描きだそうとしたのが「仕事による自己実現」 「理想」ではなく、女が働く いうことの「現実」の方であったことはもちろん、 「現実」を描 ために「一般職コミュニティ」を取りあげたことがいかに適切であったかが了解されよう。　
そして皮肉なことではあるが『脂肪という名の服を着て』の連載
からおよそ八年後に発表された『働きマン』においても、 の「理想」と「現実」はあまり変化してない 言わねばなるまい。大手出版社で週刊誌の編集を担当し、寝る間も惜しんでバリバリと働く『働きマン』の女主人公は、花沢のことは正反対の人物であるかのように見える。確かに、物語 は仕事 通じ 自己実現が描かれ、毎日がまるで修羅場のような週刊誌の編集部では、女だからといって男の影となり控 めに振舞 ことなど求められない。事実、第一話で最初に主人公が発したのは、男性編集デスクの要請に対する「やです
！！」というはっきりとした拒否の言葉だった。
　
しかし、主人公の名前が有名男性俳優をもじった「松方弘子」で
あること、彼女の労働がウルトラマンや仮面ライダーのような変身ヒーローによる変身場面になぞらえられ「血中の男性ホルモンが増加」 （第一話）す ことによって仕事のスピードが上がると説明されること、そして何 り、タイトル 『働き
マン
0
』であることを見
過ごすことはできない。こうしたポイントを押さえ ことによって
『働きマン』は「男の労働」を女主人公に体現させ、同時に「男の労働」を擬態し「男並み」に働くことで「女の労働」が受け入れられているという「現実」を描いているのである。さらに、本作の掲載媒体が成人男性向けマンガ雑誌（講談社『モーニング』 ）であったことを考え合わせれば、男に変身すると う形 「女の労働」を描い 、 「男の語法」の利用であると評価することもできるだろう。 『働きマン』は、まだ連載終了を迎えていないため、こような分析を確定的なものとして記述することについては慎重を要するが、少なくとも現時点でこの作品が「男の語法」を用 て男ちの拒否反応をかわしながら「女 労働」のなんたるかを描きだしていることは間違い い　「男の労働」と「女の労働」の関係について、江原由美子は
「 「男」のふるまいや発話は「活動の主体」としてその場における「効力ある行為」として位置づけられているのに対し、 「活動の主体」ではない「女」の「発話」や「ふるまい」は、 「効力ある行為」とは認め という規
則
）（1
（
」によって成り立つものであると説明
している。江原の理論を敷衍すれば『脂肪と言う名の服を着て』において女同士の格付けゲームが総合職という「活動の主体」の目にふれな ところで行われるのは、それが 女」の ふるま いう位置づけを超えて「効力あ 行為」とみなされることを避けるため、もしくは、女たちの闘争が発覚するこ で「活動の主体」「効力ある行為」を行使し「一般職コミュニティ」に介入 くる
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のを避けるためであるという分析が可能だ。また『働きマン』において、松方が「男スイッチ」を入れることによって「働きマン」に変身することは、一時的にではあっても「男並み」にふるまって「活動の主体」としての体面を獲得する方が自らの仕事を「効力ある行為」であると周囲に認識させる上で都合がいい を経験的に知っているからであ 。そして、いずれの作品にお ても「女の労働」には「男の視線」が介在していること、労働環境や労働意欲の違いを超えてあらゆる「女の労働」が「男の視線」とかかわりを持つものとして位置付けられていることは、安野作品 おけ 労働の問題糸を貫く「方針」のひとつに数えるべきものであろう。
三
　『脂肪と言う名の服を着て』の中で「男の視線」を表象するもの、それは「ロッカールーム」である。この作品にお てロッカールームは、単なる更衣室ではない。なぜならそこが、男の目をのがれつつ、男のために衣服を着替え、めかすための空間だからだ。ロッカールー 中で女たちは「男の視線」を遮りながら「男の視線」を内面化してゆく。実在の「男の視線」と、非実在もしくは観念としての「男の視線」――職場 中でこれらレベルの異なる「男の視線」が交差しうる場所は、ロッカールームとトイレぐらいしかない
（かつてはここに「給湯室」も加わったのだが、いわゆる「お茶汲
み仕事」の減少とともに、近年では出番が減っている） 。本作において、のこたち一般職は全員制服を着用している。そのため、ロッカールーム 使用は不可避であり その分ロッカールームとのかかわり方はより密接なも となってい
る
）（1
（
。
　
そして「男の視線」を遮ることができるというロッカールームの
特性は、そこが女同士の格付けゲームを行うのに最も適した場所であることを意味するものだ。 『脂肪と言う名の服を着て』第五話は、ロッカールームで一般職の女たちが「下着」をめぐって格付けを行う場面から始まっている。　
ロッカールームには「ペルラ」 （イタリアの超高級下着ブランド、
ラ・ペルラ）を身につけるマユミ、そしてすぐ隣には「ＰＪ」 （低価格だが可愛い下着で人気を集める日本のブランド ピーチ・ジョンのこと）を身につける千夏がいて、お互い 下着を褒め合っている。しかし千夏は「ペルラにゃかな ません」と、自分が格下であることを早々に認め、マユミのことを羨ましが 様子だ。あっさり 勝敗が決したこと 少し物足り さを感じたのであろうか、マユミは、自分たちから少し離れた ころで着替え のこに向 って「下着どこの～」と尋ねる。のこは一瞬「ビク」っとし「オタオタ」しながら「あっ……／あたしはそんなの…／…………普通のやつ／イトーヨーカドーで…………」と答える。ペルラ対イトーヨーカドー。この勝負がマユミ 圧勝であることは火を見るより明らかだ。 こは恥ずかしさのためロッカーの中にのめりこむよ
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うな体勢をとり、マユミの視線から逃れようとするが、マユミはそんなのこを解放しようとはせず、さらなる追い打ちをかける。 「それはいいけど／せめてまめに買い替えないと／ホックこわれてるよ」 。それに対しのこは何も言い返すことができない。先に着替えを終えたマユミが千夏たち取り巻き ともにロッカールームを去ってゆくと、ひとり残されたのこがスカートを床に落 す「ストン…」という音を きがねにして、彼女の身体から怒りが漏れ出してくる。 「太ってるとね／サイズがないの／あっても色はババくさいし形も古いし／値段も高くて」という言葉は、まだのこの脳内で響いている。しか 、男性社員に怒られた時 ように押し黙り「べつに気にしない」で ることは うできない。
「あたしはね――／あんたたちみたく自宅で／食費も入れないで給料全部こづかいってわけじゃないんだよ／てめえらみたい／てめえらみたいに／自分がめかすってこと けにすべての金と時間ついやせるわけじゃねえんだ／ふざけやがって」
　
喚き散らすのこの目や口は大きく開かれ、怒りが全身を駆け巡る
様子が見てとれる。汗をかき、髪を振り乱しながらロッカーに体当たりし、夢中になって蹴り 入れ続けるのこの周囲に大きく描かれた「ガンッ」 「ゴン」 「ガァン」 「ダァン」と う破壊音は最前景に配置され、のこの怒りの大きさと同期しているかのようだ《図２》 。
　
のこの怒りはもっともだ。しかし、なぜのこの怒りがマユミでは
なくロッカーへと向かったのだろうという疑問が残る。というのも、のこは以前に一度マユミを殴ったことがあるからだ。のこの彼氏と知ってい がら斉藤と肉体関係を持ったマユミが、素知らぬふりで「と・こ・ろ・で／彼は元気？」 （第三話）と尋ねた時、のこは反射的にマユミを殴っている。この時、のこの怒りは確かにまっすぐマユミへと向けられていた。だから今回も、もしそうしようと思いさえすれば、マユミに殴りかかることは十分可能だったはずである。しかし、のこはマユミではなくロッカーに怒りをぶつけることを選んだ。しかも、彼女の口をついて出たのは、のことマユミたちの間にある金銭的な格差、そしてそれを生み出す労働条件、家庭環境の違い ついてなのである。女︲女間に存在する格差を叫びながらロッカールームで大暴れす のこ 怒りは、こ 時 でにマユミ個人を超えて「一般職コミュニティ」へ、そして「一般職コミュニティ」のありように深く関与 てい 「男の視線」 もっと言ってしまえば「男」そのものへと向けら ていたのではないか。そして「男の視線」を表象するロッカールームの破壊は「男の視線」さらには「男」とつながるため 回路」が破壊されたことを意味するものなのではないか。そうであればこそ、この事件と呼応するかのようにして、のこは「一般職コミュニティ」とも「総合職コミュニティ」と 没交渉 「地下室」と呼ばれる特殊空間で働くこ になり、また同時 「デブ」 ブス」といっ 自己イメージから脱却
一九二
ようとするのではないか。修繕がなされればロッカールーム自体は再び元に戻るだろう。しかし、のこにとってのロッカールームは壊し尽くされ、これまでのように「男」と繋がることはもはや不可能なのである。
四
　「回路」が破壊されたのであれば、新たな「回路」を立ち上げる、あるいは、誰とも何処ともつながらず自分の殻に閉じこもるしかないが、のこが選んだのは後者であった。のこにとっての「自閉」は、他者が自分に抱いているイメージを完全に遮断するところから始まっている。 「そのままでいいよのこは
！！／言うほどデブじゃな
いって」 （第一話）と言う恋人の言葉を無視するかのよう 開始されるダイエットは、テレクラで知り合 「あんたは幸福 結晶のようだ」 （第四話）と彼女の体形を褒めてくれた老人・藤本からもらった八十九万円が元手となっている。のこ（の肉体） 愛でる男たちは、痩せてゆくのこを見 「オレは太ってるのこが好きなんだ」 （第十一話） 「もう一度太り さいよ／そんで見せてくれよ／の豊満で美しい肉体を／それが正道だよ／ねぇ」 （第十三話）と誘惑するが、のこは決して彼らの希望を聞き入れな 。なぜならそは、彼らがこれまでのこが背負わさ てきたイメージの回復を望んでいるからだ。
「逃げなきゃ／一度ついた脂肪はとれないのか／人の頭の中についた「デブな人」という脂肪／彼らのイメージの中で／あたしは永遠に太ったまま／やせることは許されない／やせなきゃ
図２　安野モヨコ『脂肪という名の服を着て［完全版］』二〇〇二年八月、
祥伝社、第五話、七三－七四頁
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／もっとやせなきゃ／そいであいつらの手が届かないとこまで行ってやる／そうすればもう安心だ」 （第十三話）
　
のこの言葉は、太っているというイメージを変更しようとしない
者への嫌悪感に満ち満ちている。しかし「あいつら」からの逃走は、これまで何事に関しても受け身しかとってこなかったのこにとって決して容易なことではない。他者が押しつけ くるイメージを仮に排除できたとしても、そこ 代入すべき新たなイメージが脆弱であれば、破綻をきたすことは避けられない。そ て、本作において破綻は摂食障害の形を っ あらわれる。痩せたいと願いながらもストレスにさらされるたび「ドカ食い」へと走るのこは、つ に過食嘔吐（食べ吐き）を始めてしまうのだ。過食嘔吐は、摂食障害のひとつであるが、のこの場合、それは食べることでしか自分を維持できないという「思想」に依拠して行われてい その「思想」 のこは次のような言葉で表現する。
「食え
！！／食って食って食いまくれ
！！／そして力をつけるんだ
／食べて力をつけるんだわ／大丈夫／食べてれば大丈夫」 （第二話）「食べなくちゃ／食べて力をつけるんだわ」 （第十三話）
　
のこは、食べるという行為、あるいは食べ物それ自体を「力」で
あると考えている。のこにとって「力」とは食べることでしか得られないものなのだ。しかし、言うまでもなくダイエットは食べることから最も遠い行為である。のこにとって、弱り切った自分に「力」をつけつつ、しかし太らないために残された道はただひとつ、過食嘔吐し なかった である
　　
　
自閉的な精神状況において純粋培養された自己イメージを完成さ
せるため、のこは過食嘔吐を繰り返し、ついに三か月で三十キロのダイエットに成功するが、失った脂肪と引き換え 手 入れたものは、もはや「花沢のこ」とは呼べない「誰か」の姿であった。　
痩せたのこを見て「地下室」の人々は「誰アンタ」 「なんだって
花沢のフリ44
なんかしてるのかね」 「じゃあ
本物の花沢44
はどこ行っち
まったんだろ？」 （第十二話、傍点原文）と言い、斉藤は「誰
！？
／誰なんだよこの女は／知らん
！！」 （第十三話）と言い、あれだけ
のこに執着していたマユミにいたっては「やめてよ／さわんないで／ぞっとするわ」 （第十四話）と叫ぶと、走ってロッカールームに逃げ込んでしまう（この時、 がロッカールームに逃げ込むのはたいへん象徴的だ） 。しかし がりがり 痩せたのこが「知らん」と言われたり「ぞっとする」と言われるのは至極当 り前とのように思 れる。なぜなら、の が作り上げた新しい自己イメージには、誰の視線も内面化されてはいないからだ。自分だけで作り上げた自己イメージは、言ってみ ば無菌室のようなものであり、他者という名の異物を受け入れるよう は出来 ない。やが
一九四
てのこは痩せすぎが原因で倒れて入院し、会社を辞めることになるが、そうなる以前から、他者との紐帯を一切遮断した純粋培養的な自己イメージを職場に持ち込もう する女性社員に が与え 仕事などもはやありはしないだろう。なぜなら、そのような「女」は「男」が「活動の主体」である企業が求める「女」 、すなわち「男の視線」を内面化した「女」ではないからだ。
五
　
たしかにのこは自分に「力」をつけ、ダイエットに成功し「あい
つらの手の届かないところ」まで行ったのかもしれ いが、そこで待っていたのは、誰にも自分が自分 あることを認めてもらえないという、 「デブ」で「ブス」だった頃よりもず と過酷な孤独であった。しかし、だからといって花沢 こという人物 行動全 が間違いだったと評価する 早計 過ぎる。むしろ、ロッカールムを壊して「男」 の「回路」を絶ったことは、数ある〝ＯＬ仕事コミック〟の中でも、本作だけが描き得た「女の労働」の「現実」に対するひとつ 回答だと評価することができよ
う
）（1
（
。
　『脂肪という名の服を着て』のラストシーンは、 「あたしは裸じゃない／脂肪という名の服を着ているのだ ら」 （エピローグ） いうのこの内語で終わっている。壮絶なダイエット、そして 絶対的な孤独を経験したのこが脂肪に対して抱 て るイメージは「あた
しはまるですっと脱げない／肉じゅばんを着ているようだ」 （第一話）という本作冒頭のイメージとは少し趣を違え 。 「肉じゅばん」という否定的なニュアンスを含む表現とは違い、脂肪は「服」と名付けられ、裸の自分を保護するものとして語られる。だとすれば「たぶん繰り返すわね／身体じゃないもの／心がデブなんだもの」 （第十四 担当エステティシャンの予言通り、再びのこが「力」をつけた結果太ってしまったとしても、そこに立ち現われる身体および自己イメージは以前とは別種のものとなる可能性がある。それはもしかするとほんのわずかな可能性か しれ い。しかし、少なくとものこが「一般職コミュニティ」とは無縁のコンビニバイトを新しい仕事として選んでいること 、本作が最終的に提示した「救済の予兆」であるように思われる。 「女の労働 の「現実」に耐えかね、一度は「自閉」へと逃げ込んだ者を、ＯＬだった頃とは違う新たな「回路」の立ち上げに向かわせる可能性を否定することはできないだろう。
注
（１）

久場嬉子「 「男女雇用機会均等法」から「男女共同参画社会基本法」ま
で
　
――「ケアレス・マン（ケア不在の人） 」モデルを超えて」 （北九州市
立男女共同参画センター 〝ムーブ〟編『ジェンダー白書２
 ――女性と労働』
二〇〇四年三月、明石書店）
（２）

本論における「少女マンガ」の定義については、作者および読者の性別、
掲載媒体の男性向け／女性向けの如何には依拠せず（男も女も少女マンガ
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を読み、描く時代において、こうした区別＝差別はかえって混乱を招く）表現技法として「フキダシ外の文字情報に表現の比重がおかれ 」おり、そこに「感情の説明」 「意識の内語」 」等が認められるのが「少女マンガ」であるとする大塚英志の基準（ 「 〈内面〉への回帰
　
少女マンガの単なるト
レンドか、それとも？」 『
im
ago 』第二巻第一〇号、一九九一年一〇月、青
土社）を採用してい 。こ 点については、拙論「 「少女マンガ」からの逃走――安野モヨコ『ハッピー・マニア』を読む」 （ 『早稲田 代文芸研究
0（』早稲田文芸・ジャーナリズム学会、二〇一一年三月）を参照されたい。
（３）

藤本由香里「お仕事！」 （ 『ニュー・フェミニズム・レビュー
V
O
L
.（　
リ
スキービジネス・女と資本主義の危い関係』一九九四年三月、学陽書房）
（４）

宮台真司「第一章
　
少女メディアのコミュニケーション」 （宮台真司・
石原英樹・大塚明子『増補
　
サブカルチャー神話解体――少女・音楽・マ
ンガ・性の変容と現在』二〇〇七年二月、筑摩書房）
（５）

米沢嘉博「
（（  仕事と恋と青春と……――キャリア・ガールの扱い！」
（ 『戦後少女マンガ史』二〇〇七年八月、筑摩書房）
（６）

プロマンガ家としての安野のキャリアは一九八九年からスタートしてお
り、デビュー作「まったくイカしたやつらだぜ」 （ 『別冊フレンドジュリエット』一九八九年七月、講談社）では、高校生の恋愛 描き 初めての単行本『超関電少女モナ』 （一九九四年四月、講談社）に収録されている作品も、いわゆる学園ラブコメであった。
（７）

初出時のタイトルは「やせなきゃダメ！」 （主婦と生活社『週刊女性』
誌上において一九九六年六月号～九七年九月号まで連載、エピローグのみ同社の『ヤングベリー』一九九七年一二月号に掲載された）であったが、単行本化にあたり改題されている。
（８）
 「安野モヨコインタビュー「自己満足のためのマンガは描きたくない」 」
（ 『
Q
uickJapanvol.（（ 』二〇〇五年三月、太田出版）
（９）

安野の代表作とも称される『ハッピー・マニア』 （一九九五年～二〇〇
一年）の主人公は恋愛狂 フリーター、 『カメレオン・アーミー』 （一九九
七年）の主人公は、不倫が原因で前の会社をやめた「一日四時間は美容についやしてる」ＯＬ、 『Ｘ︲ＧＩＲＬ 血は騒ぐ』 （一九九五年）の主人公は「昔服の買いすぎでカード破産した」と語る鉄工所勤務のアルバイトなど、この時期 安野作品 「仕事一筋」なのは『夜の王子さま１』 （一九九七年）の主人公ぐらいである。
（
（0）
作品中に描かれた新聞の発行年（ 「平成
（」の文字が見える）から、本
作品の時代設定は「現代」であ と特定できるが、だとすれば、連載が開始された一九 六 、全国の有効求人倍率が一を下回る「就職氷河期」にあたり（九六年は〇・七〇倍） 、その中でのこが企業の職を得てい こと、また、恋人の斉藤が「物産」 （おそ く「三井物産」がモデルになっていると思われる）に勤めているということは、労働と恋愛の双方に関して彼女が比較的恵ま 環境にあることを意味 る。
（
（（）
グレゴリー・ベイトソン『精神の生態学』 （改訂第
（版、佐藤良明訳）
二〇〇〇年二月、新思索社
（
（（） 『脂肪という名の服を着て』には、のこのダイエットをサポートする女エステティシャンが登場するが、手に職を持ち、自らサロンを構えるエステティシャンは、闘争と連帯が同時に生起するようなアンビバレントな環境とは完全に無縁な存在とし 描かれており、のこた のようにコミュニティ依存的な女たちと 好対照をなしている。さらに、このエステシャンが同性愛者であることは「一般職コミュニティ」が異性愛体制 よって下支えされていることを暗示する効果をあげてい 。
（
（（）
木下武雄「日本の男女賃金差別と同一邪知労働同一賃金原則」 （北九州
市立男女共同参画センター〝ムーブ〟編『ジェンダー白書２
  ――女性と
労働』二〇〇四年三月、明石書店） よれば「男女雇用機会均等法は 募集・採用・配置・昇進に関して男女差別の解消に向け 企業に努力義務を課した。 （中略）企業はこ を受けてより巧妙にコース別雇用管理制度を導入した」のだと述べた上で、結果とし 男女格差をうんだ同法による効果を「一見すると性に中立であるかのような制度に塗り替えただけで
一九六
る」と批判している。
（
（（）
江原由美子「第四章
　
ジェンダー秩序」 （ 『ジェンダー秩序』二〇〇一年
四月、勁草書房）
（
（（）
これは少女マンガに限ったことではないが、多くのフィクションがロッ
カールームの場面を描こうとする際、本来の使用目的であるはずの着替えよりも、そこで繰り広げられる女同士のおしゃべりや噂話に多くの時間を割くことは とりもなおさずロッカールームという場が、コミュニケーションの場 して機能してい こ を意味するものだ。つまり、着替えよりも、そこで起こる出来事、そこで交わされる会話の方が重要なのである。
（
（（）
たとえば『脂肪という名の服を着て』と同じ年に発表された『カメレオ
ン・アーミー』 （ 『コーラス
 スペシャル
 Ｗｉｎｔｅｒ』一九九七年二月、
集英社）には、たったふたりの女性社員 構成される「一般職コミュニティ」が描かれるが、ふたりは自分たちを闘争へと導く真の原因が何であるかには気づいていない。もちろんこの作品に 「女の労働」 「現実」は描かれている 、のこによるロッカール ム破壊のような「暴挙」によって新たな局面を迎えるといったブレイクスルーは描かれない。
